
変化の時代をリードする女性人材育成事業 【福岡県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 １２，５５４ 千円

交付金額 ６，２７７ 千円

事業番号 ①

新型コロナウイルスを契機とした新しい働き方・ビジネスモデル

の変革に合わせて、ポストコロナの変化の時代を担っていける女
性人材を育成し、あらゆる階層において女性人材の裾野を広げる
ことで、女性役員や女性管理職比率を向上する必要がある

○３階層に分けた人材育成／課長相当・係長相当・若手
○県内女性社長・リーダーなどによるメンター制度
○自社の経営層・上司参加型の研修を実施し、企業内の組織
風土改革を推進

○上司と双方向で考える提案の作成

〇受講者のアンケート結果から「期待度 」「理解度」「有
用度」のいずれも 97 ％以上

〇本人の成長度について100%と高評価
〇受講生からは「視野が広がり、物事の捉え方が変わった」
など受講生自身が成長を実感している声が聞かれた。

新型コロナを契機とした新しい働き方・ビジネスモデルの変革

に合わせて、中小企業における女性人材育成を重点的に取り組
み、県内における女性活躍を加速する

福岡県女性の活躍応援協議会

福岡県、福岡労働局、福岡県市長会、福岡県町村会、福岡県経営者協会、
福岡県商工会議所連合会、福岡県商工会連合会、福岡県中小企業団体中
央会、福岡県中小企業家同友会、福岡県中小企業経営者協会連合会、福
岡県農業協同組合中央会、日本労働組合総連合会福岡県連合会

（九州経済産業局、福岡県信用金庫協会、福岡県建設業協会、福岡県情報
サービス産業協会、福岡県機械金属工業連合会、福岡県トラック協会、福
岡県中小企業診断士協会、福岡県社会保険労務士会）※（）は実務者会議
のみ

○福岡市、北九州市以外の企業、中小企業や女性の少ない業種
からの参加が増えるよう、募集方法にさらなる工夫が必要

〇オンラインによるグループメンタリングについて、受講
者から「メンターと直接話す機会がもっとほしい」との声が
聞かれたため、より効果的な実施方法について検討が必要



事業の概要

変化の時代をリードする女性人材育成強化事業

＜特 徴＞

○３階層に分けた人材育成／課長相当・係長相当・若手

○県内女性社長・リーダーなどによるメンター制度

○自社の経営層・上司参加型の研修を実施し、企業の組織、風土改革を

推進

○上司と双方向で考える提案の作成

＜アンケート結果より＞

本人の成長度 １００％

・視野が広がり、物事の捉え方が変わった

・一段高い視点から自身のキャリアや仕事を考えられるようになった

新型コロナを契機とした新しい働き方・ビジネスモデルの変革にあわせて、

エネルギーやDXなどの新しい経営課題や組織マネジメント・部下育成と

いった実践的なスキルとマインドを学ぶ総合的な人材育成プログラム

オンライン研修の様子（係長相当クラス）

パンフレット
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